
畢

 難
,

 鞍一名・
難

 ゑトヨ

 離学位,
マ

 /齢

欝学位鶴朝日

 欝堀受与の根拠法規

 /研究轡嚇
獣学位論文題目

 籔、

膨
 !指導教官
論文審査委員

 かっドしあのウこ

 勝、島矩子

 医学博『'士・

 昭和38年3月2-6β

 学位規則第5条第1項

東北大判学院騨融蒋

内科学系

 小児期白血球血漿ペルオキシダ[ゼの実験的臨
床的研究

 第聯莉髄中曲球ペルオキシ外ゼの

 第螂正常灘呪期各巌離測る白
 血球漉漿蜘オキシ外ゼ値及びその意『.
義

東北大学教授荒川雅勇

東北大学教授荒川雅男

東北大学教授山形敵一

 .東北大学教授赤崎兼'義

 一管4一



論文内容要旨

 第窪部末梢血中歯血球ペルオキシダーゼの新定量法

 従来親織化学的方法以外に白血球中のペルオキシダーゼを簡単に証朝することは出来ない。著

 者は末梢血中白血球骨髄系細胞内に含まれるペルオキシダーゼを呈色反応によ診魑的に灘達す

 る方法を新しく考案した。

 方法:≠2配の血液をヘパリγ越理して採血し,SK。。getBe欲のデキストラソ法の変

 法を用いて臼挽球浮遊液を分離する。この白癜球浮遊液について白血球総数を箪し・東北大小児

 科法ペルオキシダーゼ反応を罵恥て塗沫標本を染色し,自重球細胞分蜘像を読む002-05皿工

 の浮遊液をと豊,混入ぜる赤血球を完全に溶血させた後遠心して除去する。かくして沈澱として
M

 嬉ら簸た白血球をヨ「ぢ・PH5・29の燐酸緩衝液に再浮遊し・トリプシン50μ9を加えて57
 ℃塒間,加㎝b&痴後強く振盪することにより,非特異的凝集皇凝塊形成をとり去る。この白血球

 再浮遊液について,α噌ap亘傭oi-Ben名idineによるペルオキシダーゼ呈色反応を行レ㍉

 Horse撒d誌亘一peτoxidaSeによう描いた標準繭線に功,白血球ペルオキシダーゼを

 HRP絶対量として表現する。呈色反応の詳細は参考論文4に説述したとかりである。窪コ当り

 の骨髄系細胞・即ちペルオキシダーゼ陽聾細胞中φペルオキシダーゼ量は次の式によ診算出され
 る。

 トリプシン処理後白血球浮遊液中のべ量
 骨髄系細胞窪コ詣吟べ量二

 同上浮遊液中の骨髄系細胞総数

 第一部では本測定法に関する種々の基礎的条件について検討した。

 第2部正常及ぴ小院甥各種疾患における白血
 球,血漿ペルオキシダーゼ値g及びその意義

 第嘘部に述べた白血球ペルオキシダーゼ測憲去及び参考論文窪、に述べた血漿ベルォキシダ幽翠

 濁旋法を熔い,主として小児期の健康時並びに病的状態に測るペルオキシダーゼ値を測定しそ

 の意味菱知ろうと試みた。岡持に対象個依の末梢膿液像を検査し白血球歎妻細胞分翻とペルオキ
 シダーゼ値との関係を検討した。

 結果:正常ペルオキシダーゼ値,健康な小児,成人4ろ癌につき測定した。0-1オ,2-

 5オ,6-42オ,20オ以上の各群につき骨髄系白血球{べ陽性細胞)雁慣謹めべ値はシそれ

 ぞれ,645蜘8壌x粕榊8γ,Z8廷ze5x10-87,Z51士α91×40塀8,一,555士125×10署8
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 7であ匂,血漿べ値はそれぞれ,α05葉士肛9197ノ磁,寛0雌8士{しつ577/鳳,

 0.045to.0497/ln1,e潟59±9譜生葉7/拠1であった。小児は一般に成人より高

 纏を示し,特に2-5オ群κ商馬血漿べ値と骨髄糸細胞り葺当塾ぺ値との閥に相関はない。

 各種疾患ベルォキシタ㌧ゼ値.主として小児}葉0噛例につき145園に亘り測定した。測

 定結果のうち意義あるとみたされる菟のの概要な次の如くである。白鍛病:東北大小児科法にて

 ペルォキシダ}ゼ反応陰性の骨髄芽球は,この化学的定量法でも活性を有し濃い。ペルオキシダ

 ーゼ陽性の骨髄芽球のぺ値は成熟した細胞のそれよう低い。べ陽性の骨髄芽球挫白血病の血漿ぺ

 値は極端に高い。これは霞血球崩壊が1亢進し漁漿中に白血球ペルオキシダーゼが遊離したためと

 解される。悪性新生物:細胞雇コ当該のべ値は小児例4例中在例にかいて高値を示し,成人例は

 9例中5例が高値である。慢性無顆粒球簸症:血漿ぺ値は歪常範囲なるも細胞窪コ愚リペ値は骨

 髄系細胞の平均値よ夢見て異常に低く,これは単球の値を示すものとみなされる。代謝疾患:細

 胞喋コ{当砂べ値は,グリコーゲン病}白蛇症,進行桑生筋ジフド轟フィーの初期乃至中期に澄いて高く,

 ガルゴイリズム,骨軟骨異栄養症・進行挫筋ジストロフィーの重症形にかいて低値である。感染

 症:リウマチ熱,リウヤチ様関節炎などで動きがあるが,全体としては著明な変化がない。神経

 系疾患:特有のことは攻レ勘貧麺:細胞喋コ当多のぺ値は再生不良性食塩に沿いて高く,後難

 溶趨性貧血・低色素性貧血に夢いて低い。腎炎:異常値なしα肝疾、憲:鍵盤肝炎・ルポイド肝炎

 で細胞葉コ当りのべ値は高い。その他の疾患にて異常値は発見されなかった。叉末梢血の白血球

 総数,白血球分麹像と骨髄系細胞1コ当りのペルオキシダーゼ値,漁獲ペルオキシダーゼ値の聞

 には相関は見出されなかった。

 以上総計444例の認象につき骨髄系細胞マ蟹当り及び血漿ペルオキシダーゼの正常殖を定め,

 更に小児科領域に滋いては細胞4コ当りペ値の高いのは悪性新生物の場合であり,血漿ぺ値の高

 いのはぺ陽性骨髄芽球性白血病の場合であることを開らかにし,これに関して二三の考察を加え

 た。
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 審査結果の要旨

 本研究は2部よりなるひ第窪部にては末梢癖液中の骨髄性白血球の一箇あたサのべルオキシ

 タ㌧ゼ「以下ぺと略」盾性度の測驚万法乞考案したものである。即ちヘパリン採鋤後デキスト

 ラン添加放置後白血球層をと9,水を抑えて混入しか赤面球を溶遡除去したものにトリプシン

 盗加えて白血球の自然凝集を阻止し鼻これに鷹一Nap亘樋ol-Ben班dine試薬(参考論

 文4参照)による呈色反応忙零1ハたものであり,骨髄性白一面球数と呈色度とはよく平行関係を

 示す。白曲球ぐ正常人)の・「ぺ」濡性度は{ケあ売り(5,55士製酪)x10{87(仮し
 hoaseradis溢peyOxiδaseとして〉である。

 第2部においては144例の小児(昏種疾患にふくむ)について,壷漿ならびに骨髄性白血

 球窪ケあ驚ウの「べ」活性度を艘討して,その生物学酌意義螢探究している。注目すべき所見

 としては泌e。p肱s鵬駕有する患児幽いて骨髄性白血球中のrべ」活摩の上昇を示すあ

 のが多いことを鬱げている。そして密u皿orbeαring憩ioeにて骨髄中rぺ」の上昇宏

 示す報告乞引弔し,著者の所見はあ,うるべきと考えている点は臨床上更に追試する侮魑ある

 ものと考えられよう。

 、よって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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